
第2次加須市交通安全計画
～令和6年度の取組結果～





資料１

１　各方針の指標数

指標数 参考値

基本方針１ 37 1

基本方針２ 28 ―

基本方針３ 3 2

基本方針４ 4 ―

72 3

２　各方針の評価内訳
　　　　　　　　　　基本方針
評価区分 1 2 3 4 合計

目標を達成 27 20 2 2 51 70.8%

概ね達成 4 4 1 0 9 12.5%

やや遅れている 5 2 0 2 9

大幅に遅れている 1 2 0 0 3

合　　　計 37 28 3 4 72

３　評価方法

　　第２次加須市総合振興計画の評価の考え方に基づき、次の４つの区分で評価した。

区分

目標を達成

概ね達成

やや遅れている

大幅に遅れている

100%

第2次加須市交通安全計画　令和6年度の基本方針及び72指標の取組状況

基　　本　　方　　針

交通安全意識の向上

交通環境の整備

救助・救急活動の充実

交通事故被害者支援の推進

合　　　　　計

割　　　合

83.3%

12.5%

4.2%

評価の説明

当該年度に実施すべき取組みを予定通り、計画的に行い、事業実施による効果が表れた。

当該年度に実施すべき取組みを円滑に行い、事業実施による効果が概ね表れた。
「効果が概ね表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の 80％以上に達したものをいう。

当該年度に実施すべき取組みを行ったものの、事業実施による効果が小さかった。
「効果が小さかった」とは、成果指標の実績値が目標値の 80％未満となったものをいう。

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっており、事業実施による効果が表れなかった。
「効果が表れなかった」とは、成果指標の実績値が目標値の50％未満となったものをいう。

大幅に遅れている. 

4.2%

【令和6年度 72項目取組状況評価】
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資料２

１　基本目標：「交通死亡事故ゼロ」 ３　令和6年中の交通事故発生状況（前年比較）

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 物件事故 合計

0件 0件 0件 0件 0件 死者数 負傷者数 （B） （A+B）

0人 0人 0人 0人 0人 令和6年 250件 2人 300人 2,492件 2,742件

2件 4件 8件 2件 令和5年 250件 8人 314人 2,363件 2,613件

2人 4人 8人 2人 増減 0件 -6人 -14人 129件 129件

２　令和７年までの目標

　①人身事故発生件数　２０％減少

令和元年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

目標値 - 300件 285件 270件 255件 240件

実績値 現状値300件 264件 271件 250件 250件

現状値との比較 - -12.0% -9.7% -16.7% -16.7%

　②物件事故発生件数　１０％減少

令和元年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

目標値 - 2,300件 2,240件 2,180件 2,120件 2,080件

実績値 現状値2,308件 2,013件 2,317件 2,363件 2,492件

現状値との比較 - -12.8% 0.4% 2.4% 8.0%

　③交通事故負傷者数　２０％減少

令和元年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

目標値 - 350人 335人 320人 305人 290人

実績値 現状値359人 339人 344人 314人 300人

現状値との比較 - -5.6% -4.2% -12.5% -16.4%

　④自転車事故死傷者数　２０％減少

令和元年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

目標値 - 34人 33人 32人 31人 30人

実績値 現状値38人 34人 40人 48人 53人

現状値との比較 - -10.5% 5.3% 26.3% 39.5%

第2次加須市交通安全計画に掲げる目標値及び実績値等について

人身事故（A）

目標値

実績値

速度 一停
酒酔

※酩酊状態
歩行者妨害 信号

ﾊﾝﾄﾞﾙ・

ﾌﾞﾚｰｷ操作

不注視・

不確認等
優先通行

交差点

安全進行
不明ほか

R6 0 25 0 2 25 13 173 0 2 10

R5 0 15 0 3 14 11 181 1 4 21

0

50

100

150

200

① 人身事故の原因別（件数）

幼児 小学 中学 高校
左記以外

～19歳
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60～64歳

代
65歳以上

R6 3 14 9 13 4 46 49 52 48 15 49

R5 9 5 8 16 11 52 61 51 38 17 54

0

10

20

30

40

50

60

70

② 死傷者の年齢層別（人数）

歩行者 自転車 二輪車 自動車 その他

R6 26 53 13 210 0

R5 28 48 17 229 0

0

50

100

150

200

250

➂ 死傷者の状態別（人数）
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資料１-２

１　交通安全意識の向上

（１）　子どもから高齢者まで生涯にわたる交通安全教育の推進

①子どもに対する交通安全教育

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) ( 園 )

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 20 20 20 20 20

実績 8 12 13 16

指標(単位) （園）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 16 16（15） 16（14） 16（11） 16（11）

実績 16 15 11 7

指標(単位) (校)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 22 22 22 22 22

実績 22 22 22 22

指標(単位) （校）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 22 22 22 22 22

実績 22 22 22 22
4

子ども自転
車運転免許
事業の実施

１
目
標
を
達
成

市立小学校における子ども自転車運転免許事業
の実施校

・引き続き、市立小学
校・加須警察署・各交通
安全団体と連携し、小学
生の交通事故を防止する
ため、子ども自転車運転
免許事業を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立各小学校４年生を対象とした子ども自転車運転免許事業について、
各交通安全団体と協働し、すべての市立各小学校で実施できた。
・実施時期：5月～6月
・対象者数：839名

3

小学校児童
を対象とし
た交通安全
指導の実施

１
目
標
を
達
成

市立小学校における交通安全教室の実施校 ・市内小学生の交通事故
の原因として飛び出しが
多い。日頃から繰り返し
指導していくことで、交
通安全の意識を高めてい
きたい。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すべての市立小学校において、警察署と連携しながら交通安全教室を実
施することができた。

2

幼稚園児等
を対象とし
た交通安全
教育の実施

２
概
ね
達
成

市内幼稚園・認定こども園における交通安全教
育の実施園
※目標値（　）は、休園等に伴い目標を時点修正したもの

・今後も引き続き、市内
の全園において園児への
交通ルール・交通マナー
の啓発に努める。
・園児と同様に、保護者
地域住民等も含め、交通
安全意識の醸成を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
交通安全教室については、8園中7園で実施し、そのほか、日頃の指導
によって園児に交通ルール・交通マナーの啓発を行い、交通事故の防止
に努めることができた。
※令和6年度は樋遣川・志多見・不動岡・大越・騎西南幼稚園の5園が
休園中。

1

保育園児を
対象とした
交通安全教
育の実施 ２

概
ね
達
成

市内保育所における交通安全教室の実施園 ・今後も引き続き、市内
の全園において園児への
交通ルール・交通マナー
の啓発に努める。
・園児と同様に、保護者
地域住民等も含め、交通
安全意識の醸成を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内全ての園において、日頃の指導によって、園児に交通ルール・交通
マナーの啓発を行い、交通事故の防止に努めることができたものの、交
通安全教室として実施しない園もあり、2２園中1５園の実施となっ
た。

第2次加須市交通安全計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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資料１-２

指標(単位) （校）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 8 8 8 8 8

実績 8 8 8 8

指標(単位) （校）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 8 8 8 8 8

実績 8 8 8 8

②高校生・若者・成人に対する交通安全教育

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1 1 1

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1 1 0

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1 1 1
9

二十歳の集
いでの交通
安全啓発の
実施

１
目
標
を
達
成

二十歳の集いにおける交通安全啓発実施回数 ・二十歳の集い対象者が
交通安全を強く意識する
よう、交通ルールの順守
や交通マナーの向上、飲
酒運転の根絶などを呼び
かける。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　二十歳の集い会場にて、交通安全・交通ルール順守の啓発物を配布し
た。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　自転車マナーアップ推進校に指定された不動岡高等学校の生徒を対象
に、交通安全講習会を開催した。また、交通安全運動出発式に参加協力
し啓発活動を行った。

8

無事故（６
２５）キャ
ンペーンの
実施

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

無事故（６２５）キャンペーン実施回数 ・関係機関・交通安全団
体と連携し、無事故キャ
ンペーンを実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　6月25日の無事故の日キャンペーンを行わなかったため、上記評価
とした。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

7

自転車マ
ナーアップ
推進校にお
ける自転車
事故防止活
動の推進

１
目
標
を
達
成

自転車マナーアップ推進校における交通安全活
動の実施回数

・引き続き、自転車マ
ナーアップ推進校に指定
された高校を対象に、交
通安全講習会等の交通安
全教育を行うとともに、
交通安全啓発活動を協働
により実施する。

6

中学生交通
安全講習会
の実施

１
目
標
を
達
成

市立中学校における交通安全講習会の実施校 ・引き続き、市立中学
校・加須警察署・各交通
安全団体と連携し、中学
生の交通事故を防止する
ため、中学生交通安全講
習会を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立各中学校１年生を対象とした中学生交通安全講習会について、各交
通安全団体と協働し、すべての市立各中学校で実施できた。
・実施時期：4月～11月
・対象者数：893名

5

中学校生徒
を対象とし
た交通安全
指導の実施

１
目
標
を
達
成

市立中学校における交通安全指導の実施校 ・自転車に乗る機会が増
えるので、日頃から、交
通安全については繰り返
し指導を行っていく必要
がある。事故を防ぐため
にはどうすればよいか、
自ら考える場も設定する
など工夫して指導してい
きたい。継続的な指導が
必要である。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すべての市立中学校を対象に、警察署と連携しながら交通安全指導を実
施することができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

4



資料１-２

③高齢者に対する交通安全教育

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 16 16 16 16 16

実績 0 0 16 15

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 132 138 144 150 156

実績 0 0 125 102

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 10 10 10 10 10

実績 11 10 10 10

指標(単位) (人)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 200 200 200 200 200

実績 0 68 93 120

【参考値】

※加須警察署提供

13

高齢者を対
象とした交
通安全教室
の実施

３
や
や
遅
れ
て
い
る

参加・実践型高齢者交通安全教室の参加者数 ・参加者の募集方法や教
室の実施内容などについ
て検討し、より多くの参
加者を募集できるように
改善する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　加須警察署、埼北自動車学校、あいおいニッセイ同和損害保険㈱と連
携を図りながら、参加･実践型高齢者交通安全教室を年4回開催した。
高齢介護課等が開催する会議・イベント等に、高齢者の交通事故の特徴
を踏まえた交通安全に関する啓発チラシを配布することができた。

12

老人クラブ
各種事業で
の交通安全
啓発の実施

１
目
標
を
達
成

チラシ、パンフレットの配布及びパネル掲示の
延べ回数

・交通安全啓発活動を実
施していない地域がある
ため、全ての地域で啓発
が行われるよう働きかけ
る。
・引き続き、老人クラブ
総会、グラウンド・ゴル
フ大会等において、交通
安全に関する情報提供や
意識啓発、注意喚起を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　多くの実施事業で啓発を行い、目標を達成することができた。

11

ふれあいサ
ロンでの交
通安全啓発
の実施

３
や
や
遅
れ
て
い
る

ふれあいサロンでの交通安全啓発回数 ・昨年度より実施期間を
延長し、登録している全
てのふれあいサロンにお
いて交通安全のチラシを
配布できるよう、啓発活
動を継続して実施してい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　ふれあいサロンの参加者に対し、交通安全のチラシを配布し啓発活動
を実施した。ふれあいサロンにおける自主化の推進により、職員の支援
回数が減少し、啓発回数が目標値の80％未満となったため、本評価と
した。

10

敬老会での
交通安全啓
発の実施 ２

概
ね
達
成

敬老会での交通安全啓発回数 ・各地区・地域の敬老会
において交通安全に関す
る普及啓発を継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　敬老会が開催され、各会場に設置する方式で、啓発資料等の配布を
行った。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

（人）

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

埼 玉 県 4,715,352 4,725,893 4,742,563 4,750,101

加 須 市 79,003 79,104 79,212 79,420

（内65歳以
上）

22,668 23,206 23,884 24,366

割合 28.69% 29.34% 30.15% 30.68% #DIV/0!

377 323 279 317

自動車運転免許保有人口と返納者の推移　（各年12月末時点）

年　　度

免許返納者数

項目(単位)

運
転
免
許
保
有
者
数

※令和6年度運転免許保有者数については、埼玉県警察本部のシステム機器の変更により、R6年10月末日現在のものとな
り、今後においては、保有者数の把握はできないとの連絡有。
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資料１-２

④障がい者に対する交通安全教育

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 60 70 80 90 100

実績 50 57.1 53.3 56.3

⑤外国人に対する交通安全教育

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (   %    )

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

（２）　自転車安全利用の推進

①自転車利用者への交通安全教育

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (校)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 22 22 22 22 22

実績 22 22 22 22

指標(単位) (校)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 8 8 8 8 8

実績 8 8 8 8
17

（再掲）中
学生交通安
全講習会の
実施

１
目
標
を
達
成

市立中学校における中学生交通安全講習会の実
施校

・引き続き、市立中学
校・加須警察署・各交通
安全団体と連携し、中学
生の交通事故を防止する
ため、中学生交通安全講
習会を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立各中学校１年生を対象とした中学生交通安全講習会について、各交
通安全団体と協働し、すべての市立各中学校で実施できた。
・実施時期：4月～11月
・対象者数：893名

16

（再掲）子
ども自転車
運転免許事
業の実施

１
目
標
を
達
成

市立小学校における子ども自転車運転免許事業
の実施校

・引き続き、市立小学
校・加須警察署・各交通
安全団体と連携し、小学
生の交通事故を防止する
ため、子ども自転車運転
免許事業を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立各小学校４年生を対象とした子ども自転車運転免許事業について、
各交通安全団体と協働し、すべての市立各小学校で実施できた。
・実施時期：5月～6月
・対象者数：839名

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　転入手続等で来庁した外国人の希望者に対し、埼玉県警察発行の交通
安全教育テキストを配布することができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

15

外国人に対
する交通安
全教育の推
進

１
目
標
を
達
成

転入外国人に対する交通安全教育テキストの配
布率

・引き続き、転入手続等
で来庁した外国人に対
し、埼玉県警察発行の交
通安全教育テキストの配
布や、市ホームページに
外国人向け交通安全ガイ
ドを掲載するなど、外国
人に対する交通安全教育
を推進する。

14

各種事業で
の交通安全
啓発の実施

３
や
や
遅
れ
て
い
る

通所事業所における交通安全教室等の実施率 ・交通安全教室や講座を
行っている事業所はまだ
少数であるが、呼びかけ
や働きかけをはじめ、今
後も交通安全啓発を実施
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　日頃の声掛けや呼びかけを積極的に行いながら、交通安全教室の開催
など利用者等に交通ルールや交通マナーの啓発、交通事故の防止に努め
たが、実績が目標値に達しなかったため。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

6



資料１-２

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1 1 1

指標(単位) (人)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 200 200 200 200 200

実績 0 68 93 120

②自転車安全利用の啓発

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 12 12 12 12 12

実績 14 10 17 32

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 7 6 20 32

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　毎月、埼玉県自転車安全利用の日に安全安心ﾒｰﾙにより周知。
　また、九都県市一斉自転車マナーアップ強化月間（５月）及び市民平
和祭や無事故キャンペーンにおいても啓発活動を行った。
　子ども自転車運転免許事業、中学生交通安全教室では、自転車利用時
の交通安全教育を行った。

21

自転車用ヘ
ルメットの
着用促進

１
目
標
を
達
成

自転車用ヘルメット着用の啓発回数 ・引き続き、自転車乗車
時のヘルメット着用を呼
びかける。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　春・夏・秋・冬の交通安全運動では重点項目に掲げて運動を展開し、
九都県市一斉自転車マナーアップ強化月間や埼玉県自転車安全利用の日
に安全安心メールで啓発を行った。
　子ども自転車運転免許事業及び中学生交通安全教室においても、ヘル
メットの着用について啓発することができた。

20

自転車安全
利用の啓発

１
目
標
を
達
成

自転車安全利用のための啓発活動 ・引き続き、自転車安全
利用の周知を図る。

19

（再掲）高
齢者を対象
とした交通
安全教室の
実施

３
や
や
遅
れ
て
い
る

参加・実践型高齢者交通安全教室の参加者数 ・参加者の募集方法や教
室の実施内容などについ
て検討し、より多くの参
加者を募集できるように
改善する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　加須警察署、埼北自動車学校、あいおいニッセイ同和損害保険㈱と連
携を図りながら、参加･実践型高齢者交通安全教室を年4回開催した。
高齢介護課等が開催する会議・イベント等に、高齢者の交通事故の特徴
を踏まえた交通安全に関する啓発チラシを配布することができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

18

（再掲）自
転車マナー
アップ推進
校における
自転車事故
防止活動の
推進

１
目
標
を
達
成

自転車マナーアップ推進校における交通安全活
動の実施回数

・引き続き、自転車マ
ナーアップ推進校に指定
された高校を対象に、交
通安全講習会等の交通安
全教育を行うとともに、
交通安全啓発活動を協働
により実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　自転車マナーアップ推進校に指定された不動岡高等学校の生徒を対象
に、交通安全講習会を開催した。また、交通安全運動出発式に参加協力
し啓発活動を行った。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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資料１-２

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 5 5 12 10

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 12 12 12 12 12

実績 12 12 12 12

（３）　交通安全に関する普及啓発活動の推進

①交通安全運動の実施

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 4 4 4 4

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 12 12 12 12 12

実績 11 9 10 10

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　春・夏・秋・冬の交通安全運動の際に、各交通安全関係団体と協働
し、街頭キャンペーンの開催や街頭での立哨活動、かぞホッとメールや
SNS配信による啓発など、様々な手法で市民に広く交通安全運動を展
開することができた。

25

メール配信
等による交
通安全の呼
びかけ ２

概
ね
達
成

交通安全運動期間中のメール配信回数 ・各交通安全運動のほ
か、交通死亡事故が多発
した際など、必要に応じ
てかぞホッとメールの配
信や防災行政無線の放送
及びSNS配信を実施す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　春・夏・秋・冬の交通安全運動の統一行動日等に合わせ、かぞホッと
メールや防災行政無線のほか、SNS配信を活用し、交通安全を呼びか
けた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

24

交通安全運
動の実施

１
目
標
を
達
成

交通安全運動の実施回数 ・加須警察署や関係団体
と連携しながら、工夫を
こらした街頭キャンペー
ンを実施し、効果的な交
通安全啓発を実施する。

23

交通安全運
動の実施

１
目
標
を
達
成

自転車安全利用指導員による立哨指導の実施 ・今後も引き続き、自転
車利用者の交通マナーの
向上を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　交通指導員兼自転車安全利用指導員による市内主要交差点等での立哨
指導を実施することが出来た。

22

自転車損害
賠償保険の
加入促進

１
目
標
を
達
成

自転車損害賠償保険加入の啓発回数 ・引き続き、自転車損害
賠償保険の加入促進を図
る。
・自転車保険に関する
リーフレット等を窓口等
で配布する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　埼玉県自転車安全利用の日に安全安心メールを配信する際、併せて自
転車保険の加入について呼びかけを行った。
　交通防犯課窓口においても、リーフレットの配布を行った。

8



資料１-２

②飲酒運転の根絶

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 5 10 9 6

③歩行者優先と正しい横断の徹底

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （基)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 10 10 10 10 10

実績 8 12 8 10

④夕暮れ時・夜間の交通事故防止対策の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 5 5 5 5 5

実績 5 5 5 5

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　日の入り時間が早くなる10 月から 2 月にかけて、 かぞホッとメー
ルや防災行政無線を活用し、 早めのライト点灯と反射材着用の周知を
行うことができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

28

早めのライ
ト点灯と反
射材着用の
呼びかけ １

目
標
を
達
成

早めのライト点灯のメール配信回数 ・引き続き、かぞホッと
メールや防災行政無線を
活用し、 早めのライト点
灯と反射材着用の周知を
行う。

27

横断歩道に
おける歩行
者優先の啓
発看板等の
設置

１
目
標
を
達
成

横断歩道における歩行者優先の啓発看板等の設
置数

・引き続き、信号機がな
い横断歩道付近に歩行者
優先看板を設置し、ドラ
イバーへ歩行者保護を呼
びかける。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　信号機がない横断歩道付近に歩行者優先の啓発看板を設置し、ドライ
バーに対し、歩行者保護の啓発を行うことができた。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　飲酒運転根絶のため、横断幕を北下新井歩道橋に、のぼり旗を市内4
駅・道の駅（2箇所）に設置し啓発を行った。
　さらに、市民まつりのチラシやまちばるポスターに飲酒運転根絶・ハ
ンドルキーパーのロゴを掲載し、飲酒運転根絶の周知・啓発を行った。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

26

飲酒運転根
絶の周知・
啓発

１
目
標
を
達
成

飲酒運転根絶に関する周知・ 啓発回数 ・引き続き、飲酒運転根
絶のため市内各所へのぼ
り旗による啓発やホッと
メール等を活用した周
知・啓発を実施する。

9



資料１-２

⑤危険運転、迷惑運転等の防止

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 6 6 6 6

⑥シートベルト及びチャイルドシートの着用等の徹底

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (箇所)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 4 4 4 4

⑦交通安全に関する情報の提供

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 12 12 12 12 12

実績 12 12 12 12
31

交通事故発
生情報の提
供 １

目
標
を
達
成

交通事故発生件数の広報紙掲載回数 ・引き続き、市報かぞ及
び市ホームページに交通
事故件数を掲載し、市民
の交通安全意識の向上を
図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　市報かぞに交通事故発生件数を毎月掲載することができた。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　こども局、本庁舎交通防犯課、各支所地域振興課窓口において、シー
トベルト及びチャイルドシート着用に関するチラシ等を配布した。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

30

シートベル
ト及びチャ
イルドシー
トの正しい
着用に関す
る周知

１
目
標
を
達
成

ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ及びﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄの着用に関する周知箇所
数

・引き続き、シートベル
ト及びチャイルドシート
着用の啓発を図る。

29

危険運転・
迷惑運転等
防止の呼び
かけ １

目
標
を
達
成

交通安全啓発横断幕の設置数 ・引き続き、危険運転、
迷惑運転等の要因となる
行為を防止するため 、 市
内各所の歩道橋等に交通
安全啓発の横断幕を設置
し、ドライバーに対し啓
発する 。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　ドライバーに危険運転、迷惑運転等の要因となる行為を防止し、交通
安全啓発を図るため、市内各所の国県道に架かる歩道橋に交通安全横断
幕を設置し、ドライバーに対し啓発することができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

10



資料１-２

⑧交通安全関係団体の主体的活動の促進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (人)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 6,431 6,341 6,341 6,341 6,341

実績 5,742 5,123 5,051 4,951

指標(単位) (日)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 80 80 80 80 80

実績 80 75 76 84

指標(単位) (人)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

実績 2,150 2,170 2,161 2,205

１　交通安全意識の向上

（４）　交通秩序の維持

①交通指導取締りの強化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　市民等からの交通指導取締り等の要請に基づき、全て加須警察署へ連
絡・要請を行った。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

35

交通指導取
締りの強化

１
目
標
を
達
成

市民等からの交通指導取締り要請対応率 ・引き続き、市民等から
交通指導取締り等や信号
機・横断歩道の設置要望
等について、加須警察署
に要請していく。

34

交通安全協
会の活動支
援

１
目
標
を
達
成

交通安全協会活動延べ人数 ・引き続き、各季交通安
全運動における薄暮時の
街頭指導や車両広報、道
路反射鏡の清掃活動を実
施する。また、道路反射
鏡の清掃において、不具
合等発見した場合は、適
宜修繕対応等行う。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

　各季交通安全運動の際に、薄暮時の街頭指導や車両広報などを実施し
たほか、道路反射鏡清掃を実施した。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　朝の学童指導や薄暮時街頭指導等、市内の主要交差点での立哨活動を
実施した。

33

交通安全母
の会の活動
支援

１
目
標
を
達
成

交通安全教育・啓発活動等延べ日数 ・交通安全母の会の活動
について、役員会等で協
議し、効果的な交通安全
啓発活動を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　各支部での交通安全啓発活動のほか、各季交通安全運動における朝の
学童指導や子ども自転車運転免許事業など、主に子どもに対する交通安
全啓発を実施した。
　加須、騎西、北川辺、大利根の全支部：新入学児童へ啓発品配布
　騎西：横断幕設置による啓発の実施

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

32

交通指導員
協議会の活
動支援

３
や
や
遅
れ
て
い
る

交通指導員活動延べ人数 ・引き続き、市内主要交
差点等における立哨活動
等の支援を行う。また、
交通指導員の派遣申請の
対応については、精査
し、交通指導員の活動を
行う。

11



資料１-２

②違法駐車の防止・取締り

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

③暴走族追放気運の高揚と不正改造車排除の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 3 3 3 3

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　不正改造車排除強化月間（6月）に、本庁舎入口及び各支所にポス
ターを掲示し、市ホームページ上でも啓発した。また、交通防犯課の窓
口においてチラシの配布による啓発を実施した。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

37

不正改造車
を排除する
運動の推進

１
目
標
を
達
成

不正改造車排除の啓発回数 ・引き続き、不正改造車
排除の啓発を行う。

36

駐車違反の
防止・取締
り

１
目
標
を
達
成

市民等からの駐車違反取締り要請対応率 ・市民等から駐車違反取
締り要望があった場合、
加須警察署に要請してい
く。また、状況により注
意喚起等行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　市民等からの駐車違反取締り要請に基づき、全て加須警察署へ連絡・
要請を行った。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

12



資料１-２

２　交通環境の整備

（１）　地域の実態等を踏まえた交通安全対策の推進

①交通事故多発箇所等の交通安全対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

②地域と一体となった交通環境整備の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

③道路等の維持管理対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

指標(単位) （箇所）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 20 28 36 44 53

実績 18 27 34 4541

良好な沿道
環境の確保

１
目
標
を
達
成

改善する交差点数　※問題となる交差点 53 箇所 ・引き続き、通行の安全
を確保するため市方針に
よる剪定等や市民等から
情報提供を受けながら適
切に対応する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　令和元年９月２日に策定した「街路樹維持管理の方針」に従い、交差点
付近の視距を確保するため、交差点の曲線部分や隅切りの終点から3m以内
に植えられた53箇所の中高木のうち、45箇所の改善を図った。

40

安心安全に
通行できる
道路の維持
管理

１
目
標
を
達
成

情報提供に対する対応率 ・引き続き、道路パト
ロールによる日常点検及
び修繕の実施や、市民等
からの情報提供による破
損箇所への修繕を実施す
る。
・「市報かぞ」に情報提
供お願いを掲載し、市民
等からの情報提供につい
て、適切に対応する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　情報提供を受けた箇所等について、対応できた。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　自治協力団体からの設置要望箇所のうち、危険箇所における施設の整備
を全て実施した。
・道路反射鏡　新設27基、修繕84基
・路面標示等設置　23箇所
・道路照明灯　修繕22基

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

39

自治協力団
体からの要
望を活用し
た交通安全
施設の整備 １

目
標
を
達
成

自治協力団体からの設置要望箇所のうち、危険箇
所における施設の整備率

・地域の実情に応じた交
通安全施設（道路照明
灯、道路反射鏡、路面標
示）の整備を図るため、
自治協力団体からの要望
を活用し、優先性を考慮
し交通安全施設の整備を
実施する。

38

交通事故多
発箇所等に
おける交通
安全対策 １

目
標
を
達
成

道路交通環境安全推進連絡会議で協議した交通事
故多発箇所における交通安全対策工事の実施率

・加須市道路交通環境安
全推進連絡会議の開催
し、交通事故多発箇所等
における交通安全対策を
実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　加須市道路交通環境安全推進連絡会議で協議した8箇所の交通安全対策工
事を全て実施した。

第2次加須市交通安全計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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資料１-２

２　交通環境の整備

（１）　地域の実態等を踏まえた交通安全対策の推進

③道路等の維持管理対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

④道路改良等に伴う交通安全施設の整備

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (箇所)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 5 5 5 5 5

実績 9 7 6 5

指標(単位) (ｍ)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 668 717 947 946 932

実績 580 769 144 110

⑤交通環境のバリアフリー化の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (箇所)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 5 5 5 5 5

実績 9 5 6 5

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　5路線の事業を実施し、目標を概ね達成した。交通事故防止と交通の円滑
化のため交通安全施設の整備を行っていく。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

45

（再掲）生
活道路の拡
幅整備 １

目
標
を
達
成

自治会要望実施路線数 ・自治会等からの要望に
ついて「生活道路整備事
業評価システム」により
評価し事業化する。な
お、事業期間が長期とな
るため、必要に応じて、
応急的に待避所等を設置
し、利便性の向上を図
る。

44

幹線道路の
計画的な拡
幅整備

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

加須市道路網整備計画に基づく整備延長 ・今後も国、県の補助金
等を有効活用し、計画的
に実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　国県道を補完する幹線道路を整備することにより、市内交通の利便性を
高め快適な生活環境の向上を図るものであるが、国庫補助金が低い内示率
となったため、目標値を大幅に下回った。

43

生活道路の
拡幅整備

２
概
ね
達
成

自治会要望実施路線数 ・自治会等からの要望に
ついて「生活道路整備事
業評価システム」により
評価し事業化する。な
お、事業期間が長期とな
るため、必要に応じて、
応急的に待避所等を設置
し、利便性の向上を図
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　5路線の事業を実施し、目標を概ね達成した。交通事故防止と交通の円滑
化のため交通安全施設の整備を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　令和6年度の危険箇所情報提供（道路・水路・公園・駅前広場・防犯灯
等）1,962件について、現場を全件確認し、必要に応じて修繕等を行っ
た。
　情報提供の依頼：広報かぞへの掲載（令和6年4月号、令和6年11月号）

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

42

市民・民間
企業等との
協働による
道路等の維
持管理 １

目
標
を
達
成

情報提供に対する対応率 ・市民・民間企業等関係
機関・市職員から寄せら
れた情報を基に、各施設
の所管課で速やかに修繕
等の対応を行う。
・情報提供を依頼する民
間企業等を増加させ、よ
り多くの情報を収集でき
るようにする。
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資料１-２

２　交通環境の整備

（１）　地域の実態等を踏まえた交通安全対策の推進

⑥道路側溝の整備による交通安全対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (ｍ)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 50 50 50 50 50

実績 411.7 25 3 106

指標(単位) (ｍ)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 50 50 50 50 50

実績 235.08 170.4 294 180

⑦水害・震災等に備えた交通環境の整備

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (橋)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 6 8 10 12 14

実績 6 8 10 12

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　主要な橋りょうの長寿命化工事を実施し、通行の安全性が図られた。
　
・橋りょう点検：73橋（職員点検：未実施）
　長寿命化設計委託：２橋
　長寿命化工事：２橋

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

48

安全に通行
できる橋
りょうの維
持管理

１
目
標
を
達
成

橋りょう長寿命化実施累計数 ・令和7年3月に改訂した
「加須市橋りょう長寿命
化修繕計画」に基づき修
繕等を進めていく。

47

幹線道路の
蓋なし側溝
の蓋架け工
事

１
目
標
を
達
成

蓋なし側溝に対する年間蓋架け延長
※蓋なし側溝延長　左9.1km・右7.2km
（R3.4.1現在）

・引き続き、工事や自治
会等から要望を受けた箇
所へ蓋架けを実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　工事に伴い、U字溝から蓋のある製品に取り換え、目標を達成することが
できた。

46

生活道路の
蓋なし側溝
の蓋架け工
事

１
目
標
を
達
成

蓋なし側溝に対する年間蓋架け延長
※蓋なし側溝延長左 55.3 km ・右 52.2 km（R3.4.1現在）

・引き続き、工事や自治
会等から要望を受けた箇
所へ蓋架けを実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　自治会から要望を受けた箇所へ市職員による直営作業で蓋架けを実施
し、目標を達成することができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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資料１-２

２　交通環境の整備

（１）　地域の実態等を踏まえた交通安全対策の推進

⑧公共交通の維持・充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (人)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 250 270 270 270 270

実績 171 192.2 212.5 229.2

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 5 5 5 5 5

実績 4 4 4 4

２　交通環境の整備

（２）　歩行者や自転車利用者の通行空間の確保

①通学路等の交通安全対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

指標(単位) （％）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　各学校から挙げられた危険箇所について、全ての箇所を確認した。
　特に危険で対応が必要な箇所については、関係各課や県土整備事務所、
加須警察署と連携して対応することができた。

52

未就学児等
が日常的に
集団で移動
する経路の
安全対策

１
目
標
を
達
成

保育園・幼稚園等が日常的に集団で移動する経路
の危険箇所安全対策実施率

・引き続き、点検結果に
ついて、適切に対応す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　市内保育所及び認定こども園等の点検の結果、情報提供を受けた箇所等
について、安全対策等の対応ができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

51

通学路の安
全対策工事
の実施

１
目
標
を
達
成

通学路の安全対策工事の実施率 ・各学校から危険箇所に
ついて改善要望が提出さ
れた時点で適宜対応して
いく。
・関係各課との連携、協
力を得て、多くの危険箇
所について安全対策を行
う。

50

公共交通の
輸送力の増
強の促進

２
概
ね
達
成

年間要望回数 ・引き続き、公共交通事
業者に対し、更なる利便
性の向上について、継続
的に要望を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　協議会や埼玉県交通政策課を通じて、公共交通関係機関及び国の関係機
関に対し要望し、公共交通の輸送力増強及び維持を図ることができた。
　○鉄道要望の実施　・東武鉄道及び東日本旅客鉄道（県取りまとめ）
　　　　　　　　　　・JR新幹線久喜駅設置要望（協議会）
　　　　　　　　　　・東武鉄道輸送力増強（協議会）
　　　　　　　　　　・地下鉄７号線延伸要望（協議会）

49

コミュニ
ティバスの
運行

２
概
ね
達
成

コミュニティバス「 かぞ絆号」の１日当たり平均
利用者

・引き続き、携帯端末の
アプリケーションによる
利用登録、予約について
の周知を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　デマンド型乗合タクシー、シャトルバス、循環バスの３つの運行方式に
より、概ね病院や公共施設等への移動手段の確保や交通不便地域の解消を
図ることができた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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資料１-２

②生活道路等における交通安全対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (路線)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 4 2 2 2

指標(単位) (地区)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 4 4 4 4

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

２　交通環境の整備

（２）　歩行者や自転車利用者の通行空間の確保

②生活道路等における交通安全対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (ｍ)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 700 800 900 1,000 1,100

実績 801 955 1110 1,266

指標(単位) ( ％ )

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　フェンス更新工事の目標距離が達成できた。引き続き工事を進めてい
く。

57

市管理水路
の維持管理

１
目
標
を
達
成

点検・情報提供に対する対応率 ・地元要望やウォッ
チャー事業等で発見され
た水路の破損・危険箇所
に対し、早急に水路修繕
を実施するとともに、引
き続き、職員による点検
を行い、維持管理に努め
る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

　地元要望やウォッチャー事業等で発見された水路の破損・危険箇所に対
し、早急に水路修繕を実施して、目標を達成した。引き続き随時対応して
いく。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

56

水路の転落
防止対策

１
目
標
を
達
成

会の川に設置されている転落防止柵を計画に基づ
き更新した累計延長　※計画延長　1,950m

・地元自治会からも早期
のフェンス更新要望を受
けており、計画延長2㎞弱
と長いため計画的に事業
を進める。

55

駅前広場利
用者の安全
確保 １

目
標
を
達
成

点検・情報提供に対する対応率 ・安全性の確保のため適
切な維持管理に努める。
関係課と協力しながら放
置自転車対策を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　点検結果や情報提供に対して速やかに対応できた。
　樹木の剪定や刈込を行うことで、駅前広場の見通しを良くした。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　2路線について段差解消などの改修を行った。

54

生活道路に
おける交通
安全対策 １

目
標
を
達
成

ゾーン30施行地区の累計 ・ゾーン30地区につい
て、加須警察署と連携
し、事故発生件数などか
ら整備効果を検証し、必
要に応じて更なる対策を
実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　加須地域の4地区（向川岸町、大門町、不動岡、諏訪）でゾーン30を実
施している。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

53

自転車歩行
者道の整備

１
目
標
を
達
成

既存自転車歩行者道路の改修路線数 ・引き続き自転車歩行者
道の舗装修繕や段差解消
などを実施し、自転車通
行環境を整備する。
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資料１-２

指標(単位) (箇所)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 5 5 5 5 5

実績 9 7 6 5

指標(単位) (ｍ)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 668 717 947 946 932

実績 580 769 144 110

指標(単位) (ｍ)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 50 50 50 50 50

実績 411.7 25 3 106

指標(単位) (ｍ)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 50 50 50 50 50

実績 235.08 170.4 294 180

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

61

（再掲）幹
線道路の蓋
なし側溝の
蓋架け工事

１
目
標
を
達
成

蓋なし側溝に対する年間蓋架け延長
※蓋なし側溝延長　左9.1km・右7.2km（R3.4.1現
在）

・引き続き、工事や自治
会等から要望を受けた箇
所へ蓋架けを実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　工事に伴い、U字溝から蓋のある製品に取り換え、目標を達成することが
できた。

60

（再掲）生
活道路の蓋
なし側溝の
蓋架け工事

１
目
標
を
達
成

蓋なし側溝に対する年間蓋架け延長
※蓋なし側溝延長　左 55.3 km ・右 52.2 km
（R3.4.1現在）

・引き続き、工事や自治
会等から要望を受けた箇
所へ蓋架けを実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　自治会から要望を受けた箇所へ市職員による直営作業で蓋架けを実施
し、目標を達成することができた。

59

（再掲）幹
線道路の計
画的な拡幅
整備

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

加須市道路網整備計画に基づく整備延長 ・今後も国、県の補助金
等を有効活用し、計画的
に実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　国県道を補完する幹線道路を整備することにより、市内交通の利便性を
高め快適な生活環境の向上を図るものであるが、国庫補助金が低い内示率
となったため、目標値を大幅に下回った。

58

（再掲）生
活道路の拡
幅整備 ２

概
ね
達
成

自治会要望実施路線数 ・自治会等からの要望に
ついて「生活道路整備事
業評価システム」により
評価し事業化する。な
お、事業期間が長期とな
るため、必要に応じて、
応急的に待避所等を設置
し、利便性の向上を図
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　5路線の事業を実施し、目標を概ね達成した。交通事故防止と交通の円滑
化のため交通安全施設の整備を行っていく。
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資料１-２

２　交通環境の整備

（２）　歩行者や自転車利用者の通行空間の確保

③駅周辺の交通安全対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (時間)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 794 794 794 794 794

実績 753 767 760 641

指標(単位) (台)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 70 70 70 70 70

実績 27 13 38 29

指標(単位) (人)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 245 245 245 245 245

実績 206 216 220 251

④踏切道の交通安全対策

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (箇所)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 0 0 1 0 0

実績 0 1 1 1

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　東武日光線第148号踏切の拡幅工事について、令和5年度に東武鉄道と
施行協定を締結し、令和6年度に工事を完成した。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

65

踏切道の拡
幅等の促進

１
目
標
を
達
成

踏切道の拡幅等整備箇所数 ・東武鉄道との調整に期
間を要し、目標に対して
１年遅れで事業完了と
なった。
・今後も必要により、踏
切道の拡幅等に努める。

64

自転車駐車
場の利用促
進

１
目
標
を
達
成

花崎駅北口西自転車駐車場の延べ利用者数 ・花崎駅北口西自転車駐
車場の利用について市HP
や広報紙に掲載する。
・利用登録のない自転車
については指導や撤去を
行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　花崎駅北口西自転車駐車場の利用者申込について、市ホームページや広
報誌で周知し、また、利用更新時期である年度末には日曜日に受付を行う
など、利用促進を図り、延べ利用者数は251人であった。
　さらに、令和5年11月から電子申請サービスを開始し、利用者の利便性
を図った。
　花崎駅北口西有料自転車駐車場（月:1,200円、2段ラック式:374台）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　駅周辺の放置自転車の監視・指導・整理を実施したことにより、放置自
転車が減少し、歩行者の交通の安全が確保できた。

63

放置自転車
整理区域内
等における
放置自転車
の撤去

３
や
や
遅
れ
て
い
る

放置自転車撤去台数 ・啓発看板や警告方法を
工夫し、放置抑止を図
る。
・放置自転車の動向を注
視し、放置自転車の効率
的な減少方法等を検討す
る。当面は、警告シール
による指導回数を増やし
て放置抑止に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　駅前放置自転車撤去を5回実施した。　(4/23、9/6、10/16、
11/5、12/10、3/18）
　また、駅周辺を定期的に巡回し、警告シールによる指導回数を増やした
ことにより、放置自転車が大幅に減少した。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

62

放置自転車
整理区域内
等における
放置自転車
対策

３
や
や
遅
れ
て
い
る

放置自転車の指導、整理延べ時間 ・引き続き、自転車放置
整理区域内の放置自転車
の監視、指導、整理業務
委託を実施する。
・啓発看板や警告方法を
工夫し、放置抑止を図
る。
・放置自転車の動向を注
視し、放置自転車の効率
的な減少方法等を検討す
る。当面は、警告シール
による指導回数を増やし
て放置抑止に努める。
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資料１-２

３　救助・救急活動の充実

（１）　救助・救急体制の整備

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人 )

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

実績 274 977 1,596 1,327

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 35 35 35 35 35

実績 6 22 30 36

（２）　救急医療体制の充実

①メディカルコントロール体制の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 40 40 40 40 40

実績 57 64 62 65

【参考値】 ※埼玉東部消防組合提供

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

68

メディカル
コントロー
ル体制の充
実

１
目
標
を
達
成

救急救命士を含む救急隊員の再教育回数 ・引き続き、救急隊員の
知識・技術の向上を図
り、より質の高い救急医
療体制を確保するため、
計画的に研修を実施す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　目標を十分に達成することができた。現在、救急隊のほか消防隊配置の救
命士も加え研修を実施している。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

67

学校（小中
高）におけ
る救命講習
会の実施

１
目
標
を
達
成

学校（小中高）における救命講習会の開催回数 ・適切な応急手当が行え
るよう、教職員・保護
者・生徒に対し知識・技
術の習得を推進するた
め、引き続き救命講習会
を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　昨年度より救命講習の申し込みが増加し、目標を達成することができた。

66

市民を対象
とした救命
講習会の実
施

２
概
ね
達
成

市民を対象とした救命講習会受講者数 ・引き続き、適切な応急
手当が行えるよう知識・
技術の習得を推進するた
め、市民を対象とした救
命講習会を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　救命講習受講者は目標に届かなかったが、概ね目標を達成することができ
たため、評価は２概ね達成とした。
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No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

①メディカルコントロール体制の充実

（件）

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

395 428 402 348

②ドクターカー・ドクターヘリの活用

（件）

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

16 19 7 1

年　　度

要請回数

項目(単位) 交通事故による救急出動件数

年　　度

出動件数

項目(単位)
ドクターヘリの要請回数　※ドクターヘリ飛行場外離着陸場
市内２２箇所
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資料１-２

４　交通事故被害者支援の推進

（１）　交通事故相談事業の活用促進

①市民相談の実施

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （日）

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 60 60 60 60 60

実績 60 60 60 60

②交通事故相談窓口の紹介

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1 1 1

（２）　交通事故被害者の支援

①交通事故死傷者に対する救済

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (％)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 12 12 12 12 12

実績 8.7 7.3 6.9 6.4

②交通遺児に対する支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (回)

年度 ３年度 ４年度 ５年度
６年度

（決算）
７年度

（目標年）

目標 2 2 2 2 2

実績 2 2 2 1

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

72

埼玉県交
通安全対
策協議会
による支
援の周知

３
や
や
遅
れ
て
い
る

広報紙での周知回数 ・引き続き、広報紙への掲
載のほか、窓口に冊子を配
置し、制度の周知を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　広報紙の掲載方針により広報紙による情報提供は1回のみとなっ
たが、交通事故被害者家族への援護金のしおり等を手に取りやすい
場所に配架することによって、対象者に制度を周知できたため。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

71

交通災害
共済への
加入促進

３
や
や
遅
れ
て
い
る

交通災害共済加入率 ・広報誌、市ホームページ
等で交通災害共済制度の周
知を行う。
・広報紙等で交通災害共済
制度及び加入費の一部助成
の周知を図る。
・加入を促進するため、自
治協力団体と協力して加入
申込書の配布や郵便局窓口
に加入申込書の配置を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
交通事故による災害者救済制度としての必要性・有効性の観点か
ら、自治協力団体等と協力し加入促進を図っているが、任意加入で
あり、加入率が目標に達しなかった。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

70

交通事故
相談窓口
の紹介 １

目
標
を
達
成

市ホームページへの交通事故相談窓口情報の
掲載

・引き続き、市ホームペー
ジに埼玉県や市、各団体の
交通事故相談窓口の情報を
掲載し、必要に応じて、広
報紙などへの掲載について
検討する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　市ホームページに、交通事故に遭った際の相談窓口に関する情報
を掲載し、広く市民に周知できた。

No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

69

弁護士法
律相談の
開催 １

目
標
を
達
成

弁護士法律相談の開催日数 ・引き続き、弁護士法律相
談　月２回（本庁）、月１
回（総合支所）を実施す
る。
・空き状況をホームページ
に掲載し、活用率をさらに
高める。
・相談が必要な方へ、市内
の身近な弁護士の存在をお
伝えする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　毎月５回実施することができた。
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No 取組
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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